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第 1 部では、AD/HD 児の干渉抑制に関する文献的検討として、まず AD/HD の症状や困難、それ
らが生じる背景としての干渉抑制に関わる脳機能不全を検討した先行研究が概観されている。次に干










発達児を対象にした検討（研究 2）、AD/HD 児を対象にした検討（研究 3）から構成されている｡研究
1 では定型発達 (以下、TD) 成人 14 名を対象としている。課題は先行研究に基づき作成された RAST





件が用いられた。前頭部における oxy-Hb 濃度の変化量を 24 チャンネル NIRS (日立メディコ社製；
ETG-100) を用いて計測している。計測部位は 8 つの関心領域 (ROI) に分けて分析されている (R1 
(右前部背外側前頭前部；以下、DLPFC) 、R2 (右前部腹外側前頭前部；以下、VLPFC) 、R3 (右後部
DLPFC) 、R4 (右後部 VLPFC) 、L1 (左前部 DLPFC) 、L2 (左前部 VLPFC) 、L3 (左後部
DLPFC) 、L4 (左後部 VLPFC) )。結果として、TD 成人では中立条件と比較して混合条件にて反応時
間が延長し、反応時間の変動係数が増大したことから、著者は混合条件における switch cost ならびに
干渉抑制を反映する結果だと考えられると述べている。また、条件間に有意差はないものの、混合条
件において右前部 DLPFC の oxy-Hb 濃度変化量の増大を認めている。著者は、この部位の活動増加は
意識的な反応選択の実行や意味的情報やサイズに対する意思決定、それらの間のストループ干渉とい
った RAST の刺激特性に関連したものと考えられると述べている。 
研究 2 では TD 児 14 名、TD 成人 14 名を対象としている。行動成績では両課題条件ともに TD 成
人よりも TD 児で反応時間が有意に延長し、著者は干渉抑制及び運動速度の発達的変化を反映したと
考えられると述べている。群間差はないものの、TD 児では混合条件にて、左 VLPFC でストループ干
渉に関連した活動がみられている。これらのことから著者は、TD 児では干渉抑制能力が発達途上であ
るとともに、RAST 遂行に言語を媒介とした方略を用いていた可能性があると述べている。 
研究 3 では、TD 児 14 名、AD/HD 児 11 名を対象としている。混合条件の反応時間は両群で延長
したとともに、群間の有意な差は認められなかったものの、AD/HD 児群の行動成績は TD 児群よりも
全体的に低い傾向があったとしている。著者はこれらの行動成績の結果は干渉抑制の発達途上ととも
に AD/HD 児の反応スタイルを反映したものと推察している。AD/HD 児では混合条件遂行時に右後部
DLPFC、右前部及び後部 VLPFC の oxy-Hb 濃度変化の増大と、左後部 VLPFC の活動低下が観察さ
れ、AD/HD 児では干渉抑制に TD 児と同様の部位とともに異なる領域の関与が推測されると述べてい
る。また著者は、これらの部位の干渉抑制時の oxy-Hb 濃度変化が AD/HD 児の中間表現型に対応する
バイオマーカーの一つになりうる可能性を指摘している。 
以上の第 2 部の検討を通して、著者は RAST が TD 成人を含めた干渉抑制能力の評価課題であるこ
とが確認できたと述べている｡あわせて課題遂行中の脳血行動態から、ストループ干渉の処理に関連し
た脳領域ならびに処理の発達的変化と AD/HD 児における処理特異性が示唆されたと述べている。 
 
第 3 部は、第 2 部の検討をふまえ、早さまたは正確さのいずれかの外的教示が干渉抑制及びそれに
関わる脳活動に及ぼす影響を検討するにあたり、干渉抑制と早さおよび正確さのトレードオフ (以下、
SAT) との関連についての検討 (研究 4 から研究 6) 、及び AD/HD 児の臨床症状と外的教示下の干渉
抑制能力及び SAT との関連についての検討（研究 7）から構成されている｡ 




確性を重視した反応実行には左 VLPFC や両側 DLPFC の活動を認め、早さの維持や調整に右 DLPFC
の関与と、早さよりも正確さの維持に前頭前部の処理の負荷が高いことが示唆されたと述べている。 
研究 5 では、TD 成人 14 名、TD 児 14 名を対象としている。TD 児では行動成績上では TD 成人
同様に教示の効果が認められ、小児でも干渉抑制は外的教示の影響を受けることが示唆されたと述べ
ている。脳血行動態反応に関しては、正確さ重視条件において、TD 児では左前部 DLPFC の活動が
TD 成人よりも低いことを示している｡このことから著者は、研究 2 において示唆された、TD 児にお
ける言語を媒介とした処理が、外的教示を変化させた課題においても生じた可能性があることを述べ
ている。 
研究 6 では、TD 児 14 名、AD/HD 児 11 名を対象としている。AD/HD 児群でも外的教示の影響が
認められたこと、視察ではあるが AD/HD 児では教示条件によらずストループ干渉は同程度であること
を示している。AD/HD 児では混合条件の正確さ重視条件で両側前部 DLPFC とともに、中立条件の早
さ重視条件で右前部 VLPFC にて oxy-Hb 濃度の増加がみられた。このことから著者は、研究 3 でも示
唆された右 VLPFC を含む AD/HD 児における干渉抑制の代替的な処理経路が想定されると述べてい
る｡ 
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以上の第３部の検討を通して、著者は干渉抑制時における SAT への外的教示の影響は TD 児者でも












ぼす影響も AD/HD 児では TD 児より相対的に大きいことが示唆されたとしている。著者はこれらの知















制能力が評価可能であること、RAST 遂行時の前頭前部活動を NIRS によって計測することにより、
AD/HD 児の脳活動における特異性 (不全ならびに、代替的部位の活動) を示すことができている。






平成 29年 3月 29日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（障害科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
